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【題材名】：光とかげのハーモニー （つくりたいものをつくる）   

【題材目標】 

① 光と影の世界を表すことに関心を持ち、意欲的に表現に取り組む。 

                                  ≪造形への関心・意欲・態度≫ 

② 自然物や人工物の影の美しさを感じ取り、表したい光と影の世界の想像を膨らませ、全体の形や色、表

し方を考えたり試したりして、見通しを持つ。              ≪発想や構想の能力≫ 

③ 表したい光と影の世界に合わせて、自然物や人工物の特性や組み合わせの感じを生かして、自分だけの

光と影の世界を工夫して表す。                       ≪創造的な技能≫ 

④ 自分や仲間の作品に関心を持ち、発想や表現方法のよさを見つけ、造形作品に親しむ。≪鑑賞の能力≫ 

【題材の評価規準】 

造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

自然物や人工物の影に関

心を持ち、材料のよさや

組み合わせを生かして光

と影の世界を表すことを

楽しもうとする。 

明かりを照らすことによ

ってできる自然物や人工

物の影の美しさを感じ、

表したい光と影の世界を

想像し、全体の形や色、

表し方を考えながら試し

たり構想したりする。 

自分が想像する光と影の

世界に合わせて、自然物

や人工物のよさやそれら

の組み合わせの感じを生

かして自分なりの光と影

の世界を表す。 

仲間の作品のよさや美し

さ、表し方や感じの違い

など自分と仲間の共通点

や相違点がわかり、自分

の作品に生かしたりアド

バイスしたりする。 

【題材指導計画】全１０時間 

時 ねらい 学習活動 評価規準 
子どものつまずきに対

する主な指導・援助 

１ 

 

 

明かりの作品のよ

さや美しさに気付

き、自分たちが作る

オリジナルの明か

りで、のぐるみ広場

をきれいに飾ろう

とする意識を持つ。 

 

 

 

 

○あかりの作品を鑑賞して思ったこ

とを発表したり書いたりする。 

○明かりをつけたことによってでき

る影の美しさを感じ、明かりの作品を

つくって飾りたい場所を考える。 

○学校のどこをライトアップしたい

か考える。 

 

鑑賞の能力 

形や色、明るさな

どの視点で作品

を見て、その美し

さに気付き、作品

づくりへの憧れ

を持つ。 

つまずきの様相 

よさや美しさに気

付けない 

評価 

発言・プリント 

指導・援助 
見る視点（色・形・明る

さ）などを示して考えさ

せる。 

２ 枝や葉っぱなどの

自然物、セロファン

やペットボトルな

どの人工物を用意

し、それらに光を当

てると、どんな影が

できるかを試し、地

面や床、水に映る自

然物、人工物の影の

美しさを味わう。 

 

 

 

○自然物（枝、木の実、葉っぱ）や人

工物（セロファン、ペットボトル、下

じき）に太陽の光や電気の光を当て、

どのような影ができるかを楽しむ。 

○和紙に光を当てるとどのようにな

るかを試してみる。 

・ 無色と有色での感じの違い 

・ まっすぐとくしゃくしゃにした

ものの感じの違い 

 

 

発想・構想の能力 

光を当てること

によってできる

自然物や人工物

の影の美しさを

発見し、物を変え

たり場所を変え

たりしながら影

のでき方をいろ

いろと試してみ

る。 

つまずきの様相 

同じ物で影をつく

っている。 

同じ場所で試して

いる。 

評価 

観察 

 

指導・援助 
物や場所を変えて試す

ように声かけをする。 

 

あかり作品のよさを見つけ

よう。 

かげ遊びをしよう。 
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３ 

・ 

４ 

のこぎりやグルー

ガン、針金を安全に

使って丈夫な土台

をつくる。 

 

 

 

 

 

○木や蔓を立てる、丸めるという土台

の見本の中からつくりたい形を選び

形づくりの見通しを持つ。 

○置く、吊るす、掛ける、など飾り方

も少し意識させる。 

○のこぎりやグルーガンの扱い方を

説明して安全に活動できるようにす

る。また、針金で補強し、丈夫な土台

づくりができるようにする。 

 

創造的な技能 

飾りたい場所、飾

り方に合わせて

作品の土台の形

を選び、のこぎり

やグルーガン、針

金を正しく使っ

て丈夫な土台を

つくる。 

 

つまずきの様相 

形が選べない。 
のこぎりがうまく使え

ず木が切れない。 

木がたおれてしまう。 

評価 

作品 

指導・援助 

飾りたい場所など

を聞き、土台の形を

選ばせる。 
のこぎりの使い方を

確認する。 

仲間と協力してつく

る。 

支えになるもの（粘

土など）で補強する。 

 

５ 

 

 

 

いろいろな技法で

和紙に色や模様を

つけ、形にとらわれ

ないダイナミック

な表現を楽しむ。 

 

 

 

 

 

○吹流し、霧吹きで吹きかける、筆を

振り回して絵の具を飛び散らせる、無

造作にはけでぬる、色水につける、な

どいろいろな方法で和紙に色をつけ

る。 

 

発想・構想の能力 

いろいろな技法

で和紙に色や模

様をつける表現

を楽しむ。 

 

つまずきの様相 

表現が消極的。 

評価 

作品 

指導・援助 

思い切って表現する

ようにすすめる。絵

の具と水の量など道

具の使い方などを確

認する。 

 

６ 

 

 

物をつける場所に

よって影のでき方

が違うことを理解

し、それに合わせて

和紙の貼り方を考

え、効果的な影がで

きるよう工夫して

貼る。 

 

 

 

 

○物を和紙の内側につけるか外側に

つけるかで影のでき方が違うことを

理解させ、自分の表したい方向を選び

見通しを持たせる。 

○外側から包むようにしてかぶせる、

内側から貼り付ける、切って部分的に

貼り付ける、しわくちゃにしたものを

使う、など様々な方法から表したい技

法を選んで表す。 

○内側に和紙を貼る場合は、物をくっ

つけてから和紙を貼る。 

○内側に針金をつけて吊るせるよう

にして表現に広がりが出るようにす

る。 

創造的な技能 

和紙を内側から

貼る、外側から貼

る、切って部分的

に貼る、切り抜い

て光が漏れるよ

うにする、など自

分のイメージす

る影になるよう

和紙の貼り方を

工夫して表す。 

 

つまずきの様相 
どのような貼り方をし

ていいかわからない。う

まく形が切れない、貼れ

ない。 

評価 

作品 

指導・援助 

資料コーナーでイ

メージに近いもの

を見つけさせる。 
形に合うように型紙

をとってからそれに

合わせて切らせる。

洗濯バサミなど仮止

めをして様子を見さ

せる。 

あかり作品の土台をつくろ

う。 

和紙に絵の具でもようをつ

けよう。 

表したい感じに合わせて和紙

の貼り方を工夫しよう。 
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７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

どこにどのような

物をくっつけると

きれいな影ができ

るのかを考えたり

試したりしながら

自然物や人工物を

つけていく。 

 

 

 

 

 

 

○自然物や人工物などをつけて表し

たい感じに近づけていく。 

○明かりをつけてできる影の感じを

確かめながら物をくっつけていく。 

○きれいで丈夫な接着でつけていく。 

○仲間と作品を見合いながら、よいと

ころを取り入れたり、もっとこうする

といいということをアドバイスした

りしながら、つくり進めていく。 

○お試しコーナーで、影の感じを確か

め、つくりかえたい所や加えたいとこ

ろなどを見つける。 

創造的な技能 

光を当ててでき

る影の感じを確

かめながら自然

物や人工物をつ

けて、きれいな影

の世界ができる

ように工夫して

表す。 

 

つまずきの様相 

光や影の効果を確

かめず無造作に物

をつけていく。接着

がうまくいかない。 

評価 

作品 

指導・援助 

資料コーナーで物に

よる影のでき方の違

いを確かめさせてつ

くらせる。光を当て

て、確かめながらつ

くらせる。 

教師の師範 

接着材の量の確認。 

お試しコーナーの利

用。 

造形的な表現の価値

付け。 
１０ できた作品を見せ

合い、仲間の作品の

よさを見つけ、光と

影の美しさを味わ

う。 

 

 

 

 

○できた作品を並べて、ミニ展覧会を

する。お互いの作品のよいところを見

つける。 

○校内の飾りたい場所で明かりを展

示する。 

○学校内でライトアップしたい場所

へもって行き、全員の作品を並べ、ラ

イトアップショーをする。 

鑑賞の能力 

仲間の作品に関

心を持ち、表し方

の感じの違いに

気付きながらよ

さや美しさを見

つける。 

飾りたい場所に

作品を置き、光の

ショーを楽しむ。 

つまずきの様相 

造形的なよさなど

に気付けない。 

評価 

発言・プリント 

指導・援助 

光や影の美しさや表

し方の違いなどに着

目させる。 

 

 

光を感じながら自然物や人

工物をつけて、きれいなかげ

の世界をつくろう。 

明かりの世界を楽しもう。 


